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楽
し
み
な
卒
業
生
、在
校
生
！

大
胆
な
挑
戦

　
　
学
校
長

永
野
　
智
之

　
　
水
陵
会
会
長門脇　

一
男

　

こ
の
度
、杉
原
弘
一
郎
会
長
の
跡

を
引
き
継
ぎ
、新
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
門
脇
一
男（
昭
和
50
年
、商

業
科
卒
）と
申
し
ま
す
。若
輩
者

で
す
が
、末
永
く
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、本
校
は
今
年
で
創
立
92

周
年
と
な
り
ま
す
。１
０
０
周
年

ま
で
あ
と
８
年
、い
や
も
う
８
年
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。と
い
う
の
も
、90

周
年
を
盛
大
に
お
祝
い
し
た
あ
と
、

あ
っ
と
言
う
間
に
２
年
が
経
ち
ま

し
た
。こ
の
ま
ま
で
は
本
当
に
あ
っ

と
言
う
間
に
８
年
が
経
ち
そ
う
な

予
感
が
し
ま
す
。

　

水
陵
会
の
役
員
会
で
は
、今
か

ら
で
き
る
準
備
は
し
て
お
こ
う
、と

い
う
意
見
も
出
て
い
ま
す
。１
０
０

周
年
事
業
は
伝
統
を
守
り
つ
つ
も

斬
新
な
も
の
も
取
り
入
れ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。同
窓
生
の
皆
さ

ん
か
ら
も
様
々
な
ご
意
見
、ご
要

望
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

何
な
り
と
お
申
し
付
け
下
さ
い
。

　

さ
て
、現
役
の
生
徒
た
ち
に
目

を
向
け
ま
す
と
、体
育
部
、文
化

部
そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
が
目
覚
ま
し

く
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
等
の
全
国
大
会

に
多
く
の
部
や
団
体
、個
人
が
出

場
し
て
い
ま
す
。ま
た
、２
０
２
０

年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
、昼

夜
を
問
わ
ず
血
の
滲
む
よ
う
な
努

力
を
し
て
い
る
卒
業
生
も
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、平
成
30
年
度
卒
業
生

三
上
紗
也
可
さ
ん
が
、７
月
に
韓

国
の
光
州
な
ど
で
行
わ
れ
た
水
泳

の
世
界
選
手
権
女
子
３
メ
ー
ト
ル

板
飛
び
込
み
で
決
勝
に
進
み
、東

京
五
輪
出
場
内
定
を
決
め
ま
し
た
。

　

現
役
の
生
徒
そ
し
て
卒
業
生
が

頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
お
陰
で
、来

年
の
２
０
２
０
年
が
非
常
に
楽
し

み
に
な
り
ま
し
た
。ま
ず
は
鳥
取

県
予
選
会
に
、そ
し
て
、イ
ン
タ
ー
ハ

イ
、各
種
全
国
大
会
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
来
る
限

り
応
援
に
出
掛
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

　

あ
～
、嬉
し
い
悲
鳴
の
２
０
２
０

年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、本
校
の

益
々
の
ご
発
展
と
、卒
業
生
・
在
校

生
の
皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
活
躍
を

祈
念
し
て
私
か
ら
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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嬉
し
い
ニュ
ー
ス
が
届
き
ま
し
た
。

今
春
、生
活
文
化
科
を
卒
業
し
た

三
上
紗
也
可
さ
ん
が
、韓
国
で
開

か
れ
た
世
界
選
手
権
大
会
で
５
位

と
な
り
、来
年
開
催
さ
れ
る
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
水
泳
飛
び
込
み
競

技
の
代
表
に
決
ま
り
ま
し
た
。水

陵
会
会
員
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
は
、

川
中
香
緒
里
さ
ん
が
出
場
し
た
ロ

ン
ド
ン
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
続

き
３
大
会
連
続
と
な
り
ま
す
。皆

さ
ん
と
一
緒
に
三
上
さ
ん
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
を
期
待
し
、応
援

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、米
子
南
高
校
の
校
長
と

し
て
二
年
目
と
な
り
ま
し
た
。昨
年

は
、米
子
で
の
総
会
を
始
め
、６
月

に
関
西
地
区
、11
月
に
は
関
東
地

区
の
水
陵
会
の
つ
ど
い
に
出
席
さ
せ

て
い
た
だ
き
、同
窓
生
の
皆
様
の
母

校
へ
の
熱
い
思
い
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。水
陵
会
会
員
の
皆

様
に
は
、日
頃
か
ら
母
校
の
活
動
、

生
徒
の
活
躍
を
応
援
・
ご
支
援
い

た
だ
き
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
春
卒
業
し
た
１
４
７
名
は
在

学
中
、勉
強
、部
活
動
、学
校
行

事
、検
定
試
験
な
ど
に
真
剣
に
取

り
組
み
、３
年
間
で
心
身
共
に
大

き
く
成
長
し
ま
し
た
。進
路
状
況

は
、大
学
12
名
、短
大
19
名
、専
門

学
校
47
名
な
ど
進
学
が
80
名
、就

職
は
県
外
８
名
を
含
め
62
名
で
し

た
。就
職
の
う
ち
49
％
が
事
務
職

で
の
採
用
で
、近
年
こ
の
割
合
が
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。会
員
の
皆
様

の
勤
務
さ
れ
る
企
業
等
に
も
本
校

卒
業
の
新
規
採
用
者
が
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。水
陵
会
の
先
輩
と
し

て
、社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、厳
し

く
鍛
え
、ま
た
、暖
か
く
見
守
り
支

え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
南
高
の
生
徒
は
学

業
に
、部
活
動
に
、地
域
貢
献
活

動
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。８
月
に
南

九
州
４
県
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
全
国
高
校
総
体
に
は
、ボ
ー
ト
・

ア
ー
チ
ェ
リ
ー・
弓
道
・
柔
道
の
４
競

技
に
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。特

に
弓
道
は
、県
総
体
に
お
い
て
女

子
が
団
体
・
個
人
で
優
勝
、男
子
が

個
人
で
２
位
と
な
り
全
国
大
会

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。全
商
協

会
主
催
の
全
国
競
技
大
会
に
お

い
て
も
、簿
記
・
情
報
処
理
・
珠
算
・

ワ
ー
プ
ロ
の
４
競
技
に
県
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。放
送
で
も
全

国
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。ま

た
、調
理
コ
ー
ス
２
年
生
の
大
川
真

侑
さ
ん
が
、日
本
調
理
師
会
が
主

催
す
る「
全
国
こ
ど
も
の
た
め
の

愛
情
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
」に
お
い
て
、

２
５
０
０
以
上
の
応
募
作
品
の
中

で
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。９

回
目
と
な
る
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て

本
校
の
生
徒
の
日
本
一
は
今
回
で
３

回
目
と
な
り
ま
す
。地
域
貢
献
活

動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、６

月
に
実
施
さ
れ
た
中
海
一
斉
清
掃

に
生
徒
・
教
職
員
・
保
護
者
総
勢

80
名
以
上
が
参
加
し
、本
校
に
ア
ダ

プ
ト
さ
れ
た
湊
山
公
園
湖
岸
の
一

画
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
天
皇
即
位
に
伴
い
元

号
の
変
わ
る
、時
代
の
変
わ
り
目

の
年
と
な
り
ま
し
た
。時
代
が
チ
ェ

ン
ジ
す
る
年
、課
題
の
山
積
す
る

時
だ
か
ら
こ
そ
、自
ら
の
成
長
、課

題
解
決
の
た
め
に
こ
の
変
化
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、様
々
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
と
の
思
い
を
込

め
て
、米
子
南
高
校
の
今
年
の
目

標
を「
大
胆
な
挑
戦
」と
し
ま
し
た
。

「
停
滞
は
後
退
で
あ
る
。
」
、「
失

敗
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

恥
ず
べ
き
は
、そ
こ
か
ら
立
ち
上
が

ら
な
い
こ
と
だ
。」と
の
思
い
を
持
っ

て
、失
敗
を
恐
れ
ず
、未
知
の
こ
と
、

今
ま
で
や
ろ
う
と
し
て
出
来
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
に
大
胆
に
挑
戦
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
は
、生

徒
の
み
な
ら
ず
、教
職
員
そ
し
て
何

よ
り
米
子
南
高
校
そ
の
も
の
の
目

標
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
３
年
間
、高
校
入
試
に
お
い

て
商
業
学
科
の
定
員
割
れ
が
続
い

て
い
ま
す
。幸
い
家
庭
学
科
は
環

境
文
化
コ
ー
ス・
調
理
コ
ー
ス
と
も

に
定
員
以
上
の
志
願
者
が
あ
る
状

況
で
す
が
、米
子
南
高
校
の
魅
力
、

商
業
学
科
の
魅
力
を
よ
り
的
確
に

中
学
生
・
保
護
者
に
伝
え
、関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
方
策
を
工
夫
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ

の
一つ
と
し
て
、今
年
度
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
にF

acebook

で
も

学
校
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

是
非
ご
覧
い
た
だ
き
、発
信
の
方

法
、内
容
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

　

創
立
93
年
目
を
迎
え
、来
る

１
０
０
周
年
の
節
目
に
向
か
い
、米

子
南
高
校
の
良
き
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、地
域
に
信
頼
さ
れ
、生
徒
が
自

ら
の
成
長
を
実
感
で
き
る
、魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
今
年
度
も
教

職
員
一
丸
と
な
り
推
し
進
め
て
参

り
ま
す
の
で
、会
員
の
皆
様
に
は
引

き
続
き
、ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
30
年
度
卒
業
生
の
進
路
状

況
は
、
進
学
が
80
名
、
就
職
が
62

名
で
し
た
。
割
合
と
し
て
は
、
進

学
が
54
％
、
就
職
が
42
％
で
し
た
。

な
お
１
０
０
％
に
満
た
な
い
の
は
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
目
指
す
た
め
競
技
に
専
念
す

る
生
徒
等
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

進
学
状
況
は
、
４
年
制
大
学
が

12
名
、
短
期
大
学
が
19
名
、
専
門

学
校
等
が
49
名
で
し
た
。
国
公
立

大
学
は
鳥
取
環
境
大
学
に
１
名
が

合
格
し
ま
し
た
。
私
立
大
学
で
は
、

鳥
取
看
護
大
学
、
大
阪
経
済
大
学
、

大
阪
商
業
大
学
、
流
通
科
学
大
学
、

広
島
経
済
大
学
、
環
太
平
洋
大
学
、

美
作
大
学
、
日
本
体
育
大
学
な
ど

に
合
格
し
ま
し
た
。

　

短
期
大
学
は
、
国
公
立
短
大
に

は
、
大
月
短
期
大
学
に
合
格
し
ま

し
た
。
私
立
短
大
で
は
、
鳥
取

短
期
大
学
、
大
阪
成
蹊
短
期
大

学
、
関
西
外
国
語
大
学
短
期
大
学

部
、
大
阪
健
康
福
祉
短
期
大
学
な

ど
、
多
分
野
に
わ
た
っ
て
合
格
し

ま
し
た
。
特
に
幼
児
教
育
学
科
へ

の
進
学
希
望
者
が
多
く
な
り
つ
つ

あ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

専
門
学
校
は
看
護
師
、
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど
の
医
療

系
分
野
に
進
む
生
徒
が
増
え
る
傾

向
に
あ
る
の
が
近
年
の
特
徴
で
あ

り
、
31
％
が
こ
の
分
野
に
進
学
し

ま
し
た
。
そ
の
他
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
、

調
理
、
製
菓
、
理
美
容
な
ど
様
々

な
分
野
へ
進
み
ま
し
た
。

　

前
年
度
よ
り
進
学
率
は
２
ポ
イ

ン
ト
下
が
り
ま
し
た
。
進
学
先
の

割
合
は
、
大
学
15
％
、
短
大
24
％
、

専
門
学
校
61
％
で
、
前
年
と
比
較

す
る
と
短
大
が
４
ポ
イ
ン
ト
、
専

門
学
校
が
６
ポ
イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ

上
が
り
ま
し
た
が
、
大
学
が
４
ポ

イ
ン
ト
下
が
り
ま
し
た
。

　

進
学
し
た
生
徒
は
、
早
く
か
ら

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
学
校
説

明
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
進

学
先
に
つ
い
て
よ
く
研
究
し
て
い

る
姿
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
多
く

の
生
徒
が
専
門
高
校
の
特
色
を
い

か
し
、
資
格
取
得
や
専
門
教
科
に

よ
る
推
薦
入
試
、
Ａ
Ｏ
入
試
で
受

験
し
ま
す
。
夏
休
み
期
間
中
は
、

英
語
、
数
学
、
現
代
文
等
の
対
策

講
習
を
受
講
し
、
ま
た
小
論
文
の

個
別
指
導
を
熱
心
に
受
け
る
等
、

入
試
に
向
け
て
着
実
に
力
を
つ
け

ま
し
た
。

　

就
職
状
況
は
、
県
内
就
職
54
名
、

県
外
就
職
８
名
の
合
計
62
名
の
生

徒
が
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

職
業
分
類
別
で
は
、
事
務
職
49
％
、

サ
ー
ビ
ス
24
％
、
製
造
19
％
、
販

売
８
％
で
し
た
。

　

主
な
就
職
先
は
、
山
陰
合
同
銀

行
、
中
国
労
働
金
庫
、
米
子
信
用

金
庫
、
山
陰
信
販
、
日
本
郵
便
、

西
日
本
旅
客
鉄
道
、
鳥
取
西
部
農

業
協
同
組
合
、
ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
、

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
、
鳥
取
ダ
イ
ハ

ツ
販
売
、
寿
製
菓
等
の
会
社
か
ら

内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
年

度
に
は
な
か
っ
た
特
徴
と
し
て
、

美
保
テ
ク
ノ
ス
、
ダ
イ
ニ
チ
技
研
、

広
洋
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
専
門

職
の
内
定
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で

あ
り
、
技
術
や
専
門
的
ス
キ
ル
を

身
に
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
専
門

職
を
目
指
す
生
徒
が
出
て
き
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
雇
用
環
境
は
、
こ
こ
数

年
の
企
業
の
高
い
採
用
意
欲
に
支

え
ら
れ
、
就
職
希
望
生
徒
に
と
っ

て
有
利
な
状
況
が
続
い
た
と
考
え

平
成
三
十
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況
に
つ
い
て

　

第
61
回
を
迎
え
る
今
年
度
総
会

は
来
る
11
月
10
日
（
日
）
午
前
11

時
30
分
か
ら
霞
ヶ
関
の
東
海
大
学

校
友
会
館
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
好
評
で
あ
っ
た
落
語
会
の

催
し
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
母
校
よ
り
永
野
校
長
、

本
部
水
陵
会
竹
上
副
会
長
、
在
京

の
鳥
取
県
東
京
本
部
棚
田
主
幹
、

東
京
か
し
の
は
会
（
境
高
）、
東

京
米
城
会（
米
子
東
）、米
工
会（
米

子
工
業
）、
か
ら
ご
出
席
頂
き
総

勢
34
名
の
参
加
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

開
会
挨
拶
の
後
、
永
野
校
長
か

ら
母
校
の
近
況
報
告
、
竹
上
副
会

長
か
ら
創
立
90
周
年
の
お
話
、
米

子
の
明
る
い
近
況
を
聞
か
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

60
回
総
会
と
し
て
落
語
会
を
開

催
し
、
人
間
の
見
栄
、
知
っ
た
か

振
り
の
話
が
筋
道
か
ら
ド
ン
ド
ン

外
れ
て
い
く
滑
稽
さ
の
面
白
、
可

笑
し
さ
を
堪
能
。

　

恒
例
と
な
っ
て
い
る
郷
土
の
新

米
の
争
奪
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
の
後
、

校
歌
、
応
援
歌
を
皆
で
合
唱
し
来

年
の
再
開
を
約
し
大
会
を
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
東
京
水
陵
会 

会
長 

井
田
年
厚
）

ら
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
平
成
31
年

３
月
末
時
点
の
県
内
高
校
生
の
就

職
状
況
は
、
学
校
紹
介
で
内
定
率

１
０
０
％
と
い
う
結
果
を
残
し
ま

し
た
。
こ
の
数
字
は
平
成
10
年
３

月
末
以
来
21
年
ぶ
り
の
記
録
で
し

た
。
本
校
の
就
職
も
10
月
末
で

95
％
の
生
徒
の
内
定
が
決
ま
り
、

職
種
で
も
前
年
に
引
き
続
き
多
く

の
事
務
職
の
採
用
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
４

月
よ
り
、
定
着
指
導
と
し
て
県
内

就
職
先
は
す
べ
て
、
進
路
指
導
部

を
中
心
に
卒
業
生
の
様
子
を
見
て

き
ま
し
た
が
、
多
く
の
事
業
所
で
、

よ
く
や
っ
て
い
る
と
の
お
褒
め
の

言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

校
内
で
は
、
日
頃
よ
り
明
る
く

元
気
な
挨
拶
が
自
然
と
交
わ
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
で
、

部
活
動
に
、
勉
強
、
各
種
検
定
取

得
に
励
み
、
と
て
も
素
直
な
生
徒

が
育
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
同

窓
会
の
皆
様
に
は
、
米
子
南
高
校

を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（

進
路
指
導
部
）

関
西
水
陵
会

関
西
水
陵
会

　

去
る
６
月
15
日
（
土
）、
大
阪

第
一
ホ
テ
ル
で
第
61
回
関
西
水
陵

会
の
つ
ど
い
を
開
催
し
、
33
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
水
陵
会

杉
原
名
誉
会
長
、
永
野
校
長
、
鳥

取
県
関
西
本
部
岸
田
副
本
部
長
か

ら
母
校
や
県
の
近
況
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
中
で
も
母
校
の
在
校

　

同
期
の
方
か
ら
の
お
誘
い
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
準
備
の
都

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
10
月
３
日

（
木
）
ま
で
に
出
席
の
連
絡
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

毎
年
、
当
日
突
然
お
見
え
に
な

る
方
が
お
ら
れ
、
会
場
担
当
者
に

大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
か

つ
皆
様
方
の
料
理
も
準
備
で
き
か

ね
ま
す
の
で
、
か
な
ら
ず
事
前
に

連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

水
陵
会
の
つ
ど
い
の
ご
案
内

●
日
　
時

　

10
月
14
日
㈪
・
㈷

　

16
：
30
〜　

受
付

　

17
：
00
〜　

つ
ど
い

　

17
：
30
〜　

杉
原
弘
一
郎

　
　
　
　
　
　

名
誉
会
長
に

　
　
　
　
　
　

よ
る
講
演
会

　

18
：
00
〜　

懇
親
会

●
会
　
場

　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

　

ホ
テ
ル
米
子

●
会
　
費

　

五
，
〇
〇
〇
円

生
中
男
子
生
徒
率
が
わ
ず
か
６
・

３
％
と
い
う
数
字
に
は
驚
き
ま
し

た
。

　

今
年
の
大
き
な
話
題
は
、
来
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
が

期
待
さ
れ
る
母
校
出
身
者
が
４
名

い
る
こ
と
で
、
と
て
も
楽
し
み
な

こ
と
で
す
。

　

懇
親
会
の
中
で
、
米
子
北
高
同

窓
会
の
近
藤
盛
一
会
長
（
マ
ジ

カ
ル
近
藤
）
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
地
元

で
も
活
躍
す
る
近
藤
さ
ん
の
鮮
や

か
な
妙
技
に
皆
さ
ん
目
を
凝
ら
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
の
出
席
者
の
最

高
齢
で
あ
る
濵
本
元
博
さ
ん

（85）
が

青
春
時
代
に
中
国
、
台
湾
で
貿
易

の
仕
事
に
情
熱
を
持
っ
て
果
敢
に

挑
戦
し
た
こ
と
を
熱
く
語
ら
れ
ま

し
た
。
母
校
の
教
育
目
標
「
大
胆

な
挑
戦
」
に
通
じ
る
よ
う
で
す
。

　

来
年
は
６
月
13
日
に
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

ま
す
。

（
関
西
水
陵
会 

会
長 

遠
藤　

稔
） 

2019.7.10　１年生礼法指導の様子

東
京
水
陵
会

東
京
水
陵
会

2019.7.24　三上さんオリンピック出場内定報告来校



部 成　　　績　　　他

アーチェリー

女子団体　優勝（山本志織・宮崎花菜・澤口拓実・森　虹香）
男子団体　３位（影山大貴・坪倉幸太朗・畑拳士朗・孔一都輝）
女子個人　優勝　山本志織　　２位　宮崎花菜
　　　　　５位　澤口拓実　　６位　四元亜弥

弓道

女子個人戦　１位　舩岡　希（インターハイ出場）　　　　
女子団体戦　１位　女子団体戦最高的中数賞
　　　　　　　　　渡邉有紀　20射20的中（インターハイ出場）
男子個人戦　２位　谷野智康（インターハイ出場）

ソフトテニス

女子団体戦　１回戦　米子南２－１　倉吉総合産業高校
　　　　　　２回戦　米子南０－２　鳥取商業高校
女子個人戦　秋田留菜・白石寧々ペア
　　　　　　池田　萌・山田怜実ペア（中国大会出場）

ソフトボール １回戦　米子南１－13米子西

卓球

女子団体（新井七海・山本美咲・足立萌華・吉持愛衣・影山菜摘）
　１回戦敗退　米南２－３鳥取東
男子個人シングルス　３回戦　坂上悠太０－３鳥取西
女子個人シングルス　３回戦　足立萌華１－３倉吉東
　　　　　　　　　　　　　　山本美咲０－３鳥取敬愛

バスケットボール

２回戦　米子南79－48倉吉東
３回戦　米子南87－45青谷
準決勝　米子南73－85倉吉北　第３位
優秀選手　松本一花

バドミントン

男子学校対抗戦
　１回戦　米子南３－２鳥取湖陵
　２回戦　米子南０－３倉吉総合産業　ベスト16
女子学校対抗戦
　１回戦　米子南１－３倉吉西　　　　　　　　　　　　　
女子個人戦ダブルス　尾村彩光・池田萌々ペア　
　１回戦２－０鳥取商業　２回戦０－２境
　ベスト32
女子個人戦シングルス　尾村彩光
　１回戦２－０鳥取東　２回戦０－２境
　ベスト32　　　　　　　　　　　

バレーボール
１回戦　米子南　２－０　鳥取湖陵
２回戦　米子南　０－２　鳥取商業

ハンドボール １回戦　米子南　14－22　米子西

ボート

女子ダブルスカル
　優勝　児島麻鈴・井田汐音（インターハイ出場）
女子舵手付クオドルプル
　３位　阪口琴音・渡部美羽・松本紗英・前田京香・川上美玖

陸上

１００ｍ　 　松﨑瑠奈（予）13"07（-0.1）（準）13"01（+1.9）　
　　　　　北窓玲奈（予)13"23（-0.3）（準）13"06（+2.4）
　　　　　北窓莉央（予）13"42（+0.2）
２００ｍ　 　吉田　舞（予)28"44（-2.6）北窓莉央（予）28"45(-1.5）
　　　　　清水菜 （々予）29"11（-0.3）
４００ｍ　 　福田愛美（予）1'04"82　権代美由紀（予）1'05"36
８００ｍ　 　福田愛美（予）2'33"22（準）2'31"97
　　　　　権代美由紀（予）2'35"33　 野口麻那（予）2'46"13
１５００ｍ 　 長岡未菜（予）6'26"34
４００ｍＨ　 宮平亜美（決）1'17"08　６位入賞（中国大会出場）
走幅跳　　北窓玲奈（決）5m03（+3.2）　５位入賞（中国大会出場）
　　　　　平谷南摘（決）4m52（+2.7）　大下愛香梨（決）3m36(+1.9）
三段跳 　  北窓玲奈（決）9m82（-1.0）　６位入賞
砲丸投　　高塚陽菜　10m31　２位入賞（中国大会出場）
円盤投　　高塚陽菜　32m09　２位入賞（中国大会出場）
４×１００ｍＲ　吉田・北窓玲・松﨑・宮平（決）50"54　
　　　　　　６位入賞（中国大会出場）
４×４００ｍＲ　福田・吉田・北窓莉・権代（決）4'17"46　
　　　　　　６位入賞（中国大会出場）

水泳同好会

自由形50m　　７位　下山　凜（中国大会出場）
自由形100m　４位　下山　凜（中国大会出場）
背泳ぎ100m　１位　中原京花（中国大会出場）
背泳ぎ200m　１位　中原京花（中国大会出場）
平泳ぎ100m　６位　長岡未菜（中国大会出場）

柔道 女子個人78kg級　１位　岡﨑美穂（インターハイ出場）

SUIRYO-KAI 令和元年９月（３）

母  校  生  徒  の  活  躍
（７月24日現在・順不同）

部 成　　　績　　　他

かるた

第43回全国高等学校総合文化祭佐賀大会
小倉百人一首かるた部門鳥取県予選会
　岡本瑠花・松本亜佳里（近畿総文祭出場）
第41回全国高等学校小倉百人一首かるた選手権大会
鳥取県予選会
　団体　２位

放送 第66回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト鳥取県大会
　アナウンス部門優秀賞　川﨑唯奈（全国大会出場）

商業クラブ
（珠算）

第66回高等学校珠算・電卓競技大会　鳥取県予選会
　珠算競技の部
　団体総合競技の部
　　優勝　奥田真衣・丸井茉和・松本彩花（全国大会出場）
　個人総合競技　優勝　奥田真衣　２位　丸井茉和
　種目別競技
　　応用計算　優勝　丸井茉和　読上算　優勝　丸井茉和

情報処理
第31回鳥取県高等学校情報処理競技大会
　団体の部　２位
　個人の部　山本志織、谷野智康（全国大会出場）

ワープロ 全国高等学校ワープロ競技大会県予選
　個人の部　１位　木村　澪（全国大会出場）

簿記 第35回全国高等学校簿記コンクール鳥取県予選会
　団体２位　上田真帆佳、河上華矢、杉原美穂（全国大会出場）

調理 第９回全国こどものための愛情弁当コンテスト
　最優秀賞　大川真侑　優秀賞　荒石結衣、権代美由紀

部 成　　　績　　　他

バスケットボール 第63回中国高等学校バスケットボール選手権大会
　１回戦　米子南高校 49－91 慶進高校（山口県１位）

ボート
第63回中国高等学校ボート選手権大会
　女子ダブルスカル　　　準優勝　児島麻鈴・井田汐音
　女子シングルスカル　　３位　　渡部美羽

陸上

中国高等学校陸上競技対校選手権大会
　400ｍＨ　　 宮平亜美　（予）1’14"06
　走り幅跳び　北窓玲奈　（決） 5ｍ14
　円盤投げ　　高塚陽菜　（決）27ｍ60
　砲丸投げ　　高塚陽菜　（決）10ｍ83　７位入賞
　女子４×100ｍリレー
　　吉田　舞・北窓玲奈・松㟢瑠奈・北窓莉央（予）50"54
　女子４×400ｍリレー
　　福田愛美・吉田　舞・北窓莉央・権代美由紀（予）4’24"43

アーチェリー

第44回中国高等学校アーチェリー選手権大会
　女子団体　３位（山本志織、宮崎花菜、澤口拓実）
　女子個人　３位　山本志織
　　　　　　５位　宮崎花菜

弓道

第62回中国高等学校弓道選手権大会
　女子団体戦　予選敗退
　女子個人戦　舩岡　希　６－８位決定戦敗退
　　　　　　　難波咲葵　予選敗退
　男子個人戦　谷野智康　予選敗退

ソフトテニス
第62回中国高等学校ソフトテニス選手権大会
　１回戦　秋田留菜・白石寧々０－４山陽女子高校（岡山）
　　　　　池田　萌・山田怜実１－４石見智翠館（島根）

水泳同好会

第67回中国高等学校選手権水泳競技大会
　女子50ｍ自由形　 予選敗退　下山　凜
　女子100ｍ自由形　予選敗退　下山　凜
　女子100ｍ平泳ぎ　予選敗退　長岡未菜
　女子100ｍ背泳ぎ　第７位　中原京花
　女子200ｍ背泳ぎ　第５位　中原京花

鳥取県高校総体結果

文化部活動報告

中国大会結果

（インターハイ出場）



SUIRYO-KAI令和元年９月 （４）（４）

平成30年度一般会計収支決算書
自　平成30年４月１日　至　平成31年３月31日

鳥取県立米子南高等学校　水陵会
【収入の部】

項　目 予　算 決　算 増　減 備　考

総 会 会 合 費 1,000,000 861,854 ▲  138,146 総会会場使用料、総会
チケット印刷代等

支部総会会合費 160,000 124,920 ▲  35,080 支部総会会費、お土産代

通 信 費 70,000 82,604 12,604 葉書き、往復葉書き、切手等

印 刷 事 務 費 300,000 191,634 ▲  108,366 水陵会だより印刷代、
ホームメンテナンス料等

交 通 旅 費 200,000 265,640 65,640 支部総会旅費等

協力金振込手数料 0 13,800 13,800

慶 弔 費 70,000 33,400 ▲  36,600 卒業記念品補助、
昭和33年卒同期生会

消 耗 品 費 5,000 196 ▲ 4,804 祝儀袋

雑 費 20,000 223,202 203,202 振込手数料、
全国選抜掲載料等

支 部 助 成 金 200,000 200,000 0 東京・関西水陵会

予 備 費 1,390,600 0 ▲ 1,390,600
次 年 度 繰 越 0 1,664,962 1,664,962
合 計 3,415,600 3,662,212 246,612

【支出の部】

平成30年度特別会計収支決算書
自　平成30年４月１日　至　平成31年３月31日

鳥取県立米子南高等学校　水陵会

項　目 決　算 備　　考
前 年 度 繰 越 459,431
名 簿 販 売 4,500
雑 収 入 8 預金利息
合 計 463,939

【収入の部】

項　目 決　算 備　　考
会 議 会 合 費 27,698
総 会 会 合 費 繰 出 195,254
通 信 費 82
次 年 度 繰 越 240,905
合 計 463,939

【支出の部】

項　目 予　算 決　算 増　減 備　考
前年度繰越金 1,010,738 1,010,738 0
入 会 金 1,504,800 1,504,800 0 ¥9,900×152名
会 費 600,000 555,000 ▲  45,000 ¥5,000×111名
協 力 金 収 入 0 392,000 392,000

雑 収 入 62 4,420 4,358 東海水陵会の解散に伴う
収入、預金利息

総会会合費繰入 300,000 195,254 ▲  104,746 特別会計より
特 別 繰 入 0 0 0
合 計 3,415,600 3,662,212 246,612

令和元年度役員
　　名誉会長 杉　原　弘一郎（昭36南商） 前会長
　　会　　長 門　脇　一　男（昭50南商）
　　顧　　問 永　野　智　之 学校長
 澤　田　裕　二 前学校長
 吉　岡　成　幸 元学校長
　　 友　松　文　嗣 元学校長
　　 谷　野　史　郎 元学校長
　　副　会　長 尾　澤　三　夫（昭38南商）
　 竹　上　順　子（昭49南商）
 松　本　二三子（昭60南処）
　　監　　事 松　本　正　福（昭43境商）
 遠　藤　　　聖（昭44南化）
 矢　倉　貴　志（平３南処）
　　常任理事 岩　崎　　　学（昭34南商）
 堀　田　裕　一（昭42南商）
 大　谷　正　明（昭42南商）
 富　本　信　一（昭44南商）
 井　原　　　栄（昭50南商）
東京水陵会
　　会　　長 井　田　年　厚（昭40南商）
　　事　務　局 谷　　　幸　代（昭45南商）
関西水陵会
　　会　　長 遠　藤　　　稔（昭35南商）
　　事　務　局 内　藤　幸　子（昭33南商）

90周年記念事業特別会計決算書
自　平成28年４月１日　至　平成31年３月31日

【収入の部】

項　目 決　算 備　考
祝 賀 会 費 1,210,206
記 念 品 57,600 いのみっちゃん
印 刷 費 1,035,987 趣意書・記念誌・祝賀会チケット他
通 信 費 2,850,132 はがき、切手、ゆうパック他
広 告 費 108,000 日本海新聞掲載料
撮 影 費 81,000 校舎ドローン空撮
謝 礼 金 103,000 祝賀会アトラクション他
事 務 用 備 品 費 143,042 事務処理用パソコン他
臨 時 職 員 賃 金 162,800
会 議 会 合 費 70,008 実行委員会会合費
雑 費 94,568 プリンタ用インク他
振 込 手 数 料 55,436
合 計 5,971,779

【支出の部】

項　目 決算額 備　考
80周年会計より繰越 1,283,858
寄 付 金（ 現 金 ） 2,633,469
寄 付 金（ 振 込 ） 3,381,534
雑 収 入 30 預金利息
祝 賀 会 会 費 805,000
合 計 8,103,891

　事務局（0859－33－1641）にご一報いただければ、
清酒２本贈呈いたします。
　また、必要であれば、宛名シールを提供いたします。尚、
準備の都合上、一週間ほど余裕をいただければと存じま
す。さらに、大変申し訳ございませんが、１学年基本料
金4,500円他のご負担をお願いしておりますので、よろ
しくお願い申し上げます。
　各期のご盛会をお祈りいたします。

同期生会を開催されるときは


